
第357号（令和５年５月20日）（1） 庁 報

島
根
県
神
社
庁
報
第 357号

島 根 県 神 社 庁
〒 699－ 0701

出雲市大社町杵築東 286
TEL	 0853- 53- 2149
FAX	 0853- 53- 2582

教化委員会出雲部会
第50回参宮旅行

竹
島
領
土
平
安
祈
願
祭
並
び
に

　
　
　
　

時
局
講
演
会
に
つ
い
て 

‥‥
‥
‥

２

新
年
祭 

‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

３

祈
年
祭
並
神
宮
大
麻
暦
頒
布
終
了
祭 

‥‥
‥

４

参
宮
旅
行
記 

‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

５

神
職
養
成
階
位
検
定
講
習
会
開
催
要
綱 

‥‥

７

新
任
神
職
紹
介 

‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

８

初
任
神
職
研
修 

‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

９

神
職
身
分
昇
級 

‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

10

神
職
任
免 

‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

11

神
社
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

‥‥
‥
‥
‥
‥
‥

13

社
ガ
ー
ル
通
信 

‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

14

支
部
だ
よ
り 

‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

15

目

次



第357号（令和５年５月20日） 庁 報 （2）
　

去
る
二
月
十
八
日
（
土
）、
島
根
県
の
制
定
す

る
「
竹
島
の
日
」
に
先
立
ち
「
竹
島
領
土
平
安
祈

願
祭
並
び
に
時
局
講
演
会
」
が
島
根
県
神
道
青
年

協
議
会
（
会
長　

板
木
厚
典
）
主
催
の
も
と
執
り

行
わ
れ
た
。
例
年
、
島
根
県
神
社
庁
で
行
わ
れ
る

と
こ
ろ
、
本
年
は
浜
田
市
の
「
い
わ
み
ー
る
」
で

の
開
催
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
本
年
が
島
根
県
神

道
青
年
協
議
会
の
設
立
五
十
周
年
に
あ
た
り
、
そ

の
記
念
事
業
と
し
て
、
よ
り
多
く
の
人
の
意
識
を

高
め
る
た
め
に
企
画
さ
れ
た
。

島
根
県
神
道
青
年
協
議
会

　
那
賀
支
部 

理
事
　
白
須
琢
朗

　

午
後
一
時
半
よ
り
、
⻆
河
庁
長
を
始
め
神
社
庁

役
員
、
各
関
係
団
体
、
県
内
神
社
の
氏
子
・
崇
敬

者
の
参
列
の
も
と
斎
主
・
安
達
和
巳
、
祭
員
・
白

須
琢
朗
、
壷
倉
祐
磨
、
奏
楽
・
﨏
畑
雄
一
郎
、
牛

尾
麻
衣
の
奉
仕
に
よ
り
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
で

祭
典
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　

例
年
行
っ
て
い
る
本
祭
儀
で
あ
る
が
、
一
般
参

列
者
を
招
い
て
の
斎
行
は
地
域
へ
の
啓
発
活
動
と

し
て
大
き
く
役
立
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

続
い
て
、
会
場
内
舞
台
転
換
の
後
、
午
後
二
時

半
よ
り
、
島
根
県
竹
島
問
題
研
究
会
座
長
・
島
根

県
立
大
学
客
員
教
授
を
務
め
て
お
ら
れ
る
、
下
條

正
男
先
生
に
「
竹
島
問
題
と
日
韓
の
現
状
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

　

竹
島
が
歴
史
的
に
韓
国
領
土
で
あ
っ
た
事
実
は

無
く
、
韓
国
の
主
張
も
尽
く
覆
さ
れ
て
き
た
等
、

現
在
に
至
る
ま
で
の
詳
し
い
経
緯
を
お
話
し
い
た

だ
き
、
聴
講
者
も
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
た
。

　

竹
島
問
題
に
つ
い
て
、
幾
度
と
な
く
講
演
や
研

修
を
積
ん
だ
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
や
は
り
問
題

は
根
深
く
、
我
々
の
み
な
ら
ず
日
本
国
民
全
体
で

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
だ
と
再
認
識
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

個
人
的
な
事
に
な
る
が
、
今
回
は
若
い
世
代
に

こ
そ
聴
い
て
欲
し
い
と
思
い
、
愚
息
を
帯
同
し
、

準
備
・
祭
典
参
列
・
講
演
聴
講
と
経
験
さ
せ
た
が
、

こ
れ
を
機
に
、
国
に
つ
い
て
改
め
て
大
切
に
思
う

心
と
、
国
民
と
し
て
の
自
覚
意
識
を
養
っ
て
く
れ

た
な
ら
親
と
し
て
嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。

　

そ
れ
と
共
に
今
回
、
ご
参
列
・
ご
聴
講
下
さ
っ

た
皆
様
に
は
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
、
ま
た
こ

の
事
業
が
今
一
度
領
土
問
題
に
意
識
を
向
け
る
一

石
と
な
れ
ば
、
主
催
者
の
末
端
と
し
て
幸
い
に
思

う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
こ
の
祭
典
を
斎
行
す
る
事
の
無
い
日

が
一
日
で
も
早
く
訪
れ
る
よ
う
願
い
、
拙
文
を
閉

じ
た
い
。

竹
島
領
土
平
安
祈
願
祭

並
び
に
時
局
講
演
会
に

つ
い
て

下條正男先生の講演

⻆河庁長玉串拝礼
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一
月
二
十
四
日
神
社
庁
神
殿
に
お
い
て
新
年
祭

が
⻆
河
庁
長
外
関
係
者
参
列
の
も
と
斎
行
さ
れ
た
。

祭
典
奉
仕
者

斎
　
主　
桑
原　

秀
幸　
（
鹿
足
支
部
）

祭
　
員　
服
部　

充
雄　
（
鹿
足
支
部
）

奏
　
楽　
牛
尾　
　

充　
（
浜
田
支
部
）

　
〃
　　
牛
尾　

禎
竝　
（
浜
田
支
部
）

　

令
和
四
年
度
支
部
祭
式
助
教
研
修
会
が
一
月

二
十
八
日
開
催
さ
れ
た
。
牛
尾
充
県
祭
式
講
師
、

森
眞
史
、
野
上

郁
子
県
祭
式
助

教
の
指
導
の
下
、

十
四
名
の
支
部

祭
式
助
教
が
一

日
研
修
を
修
了

し
た
。

新
　
年
　
祭

支
部
祭
式
助
教
研
修
会

木佐総代会長
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令和４年度　神宮大麻及暦頒布実績表

項目
支部

大　　　　麻
大麻
頒布率

過去３年の推移
前年比

暦
大　麻

（ふるさと便） 中大麻 大大麻 合計 令和
元年度

令和
２年度

令和
３年度 暦 大暦

松 江 8,660 （69） 101 64 8,825 13.5% 9,530 8,876 8,897 △	 72 4 3

八 束 8,969 （28） 554 323 9,846 50.4% 10,441 10,296 10,100 △	 254 5 5

能 義 2,118 （80） 268 47 2,433 68.0% 2,690 2,627 2,481 △	 48 24 1

安 来 3,951 （179） 81 9 4,041 44.0% 4,212 4,144 4,067 △	 26 11 1

仁 多 3,287 （230） 41 19 3,347 77.4% 3,708 3,584 3,551 △	 204 0 0

大 原 7,741 （137） 72 35 7,848 97.7% 9,051 8,797 8,157 △	 309 303 0

飯 石 5,122 （418） 3 5 5,130 76.7% 5,391 5,269 5,170 △	 40 99 1

出雲大社 784 （3） 0 29 813 119.7% 804 800 779 34 0 0

簸 川 8,352 （43） 13 93 8,458 48.5% 8,598 8,456 8,364 94 27 1

出 雲 14,598 （640） 189 66 14,853 32.8% 15,841 15,083 14,906 △	 53 85 1

大 田 5,783 （72） 30 6 5,819 43.9% 6,371 6,118 5,972 △	 153 0 0

邑 智 5,390 （0） 29 6 5,425 68.2% 5,992 5,754 5,630 △	 205 17 0

那 賀 3,221 （0） 344 15 3,580 66.4% 3,853 3,607 3,587 △	 7 21 4

江 津 3,310 （0） 29 0 3,339 41.1% 4,015 3,774 3,488 △	 149 0 0

浜 田 5,372 （40） 139 6 5,517 30.9% 6,054 5,842 5,763 △	 246 52 0

益 田 7,955 （22） 805 193 8,953 47.8% 9,705 9,311 9,128 △	 175 19 1

鹿 足 2,843 （48） 418 83 3,344 56.8% 3,481 3,408 3,322 22 5 2

島 前 1,330 （0） 4 1 1,335 47.9% 1,531 1,391 1,375 △	 40 5 2

島 後 3,414 （60） 16 3 3,433 58.4% 3,650 3,536 3,455 △	 22 3 1

その他 0 （0） 0 1 1 0 0 1 0 0 0

計 102,200（2069） 3,136 1,004 106,340 40.0% 114,918 110,673 108,193 △	1,853 680 23

　

二
月
二
十
一
日
神
社
庁
神
殿
に
お
い
て
祈
年
祭

併
せ
神
宮
大
麻
暦
頒
布
終
了
奉
告
祭
が
⻆
河
庁
長

外
役
員
支
部
長
参
列
の
も
と
斎
行
さ
れ
た
。

祭
典
奉
仕
者

斎
　
主　
中
田
宏
記
（
大
田
支
部
）

祭
　
員　
山
本
卓
也
（
大
田
支
部
）

　
〃
　
　
野
上
郁
子
（
那
賀
支
部
）

奏
　
楽　
壷
倉
祐
磨
（
大
田
支
部
）

　
〃
　　
石
﨑
彰
矩
（
大
田
支
部
）

祈
年
祭
並
神
宮
大
麻
暦
頒
布
終
了
祭
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
令
和
二

年
に
予
定
さ
れ
て
い
た
第
五
十
回
の
参
宮
旅
行
が

中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
三
年
が
経
っ
た
。
そ
の
間
、

我
々
の
生
活
も
一
変
し
、
そ
れ
ま
で
当
た
り
前
だ

と
思
っ
て
い
た
日
々
が
如
何
に
有
難
い
も
の
で
あ

っ
た
か
と
い
う
事
を
し
み
じ
み
と
考
え
さ
せ
ら
れ

た
。
こ
の
感
染
症
も
や
が
て
感
染
症
法
上
の
分
類

が
第
五
類
へ
の
移
行
と
な
り
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
感
染
症
等
と
同
等
と
な
る
。
一
日
も
早
く
安

心
で
き
る
日
常
に
戻
る
事
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。

さ
て
、
神
宮
の
大
神
様
へ
の
日
々
の
神
恩
に
感

謝
し
、
新
し
い
年
の
ご
加
護
を
祈
念
す
る
「
国
民

総
参
宮
」
の
主
旨
の
許
、
四
年
振
り
に
参
宮
旅
行

が
実
施
さ
れ
た
。
初
日
は
外
宮
参
拝
。
二
日
目
は

内
宮
神
楽
殿
で
大
々
神
楽
を
奉
納
し
、
御
垣
内
参

拝
と
続
い
た
。
そ
の
後
、
お
は
ら
い
町
等
で
買
い

物
や
見
学
を
終
え
愛
知
県
へ
入
り
三
谷
温
泉
で
宿

泊
。
最
終
日
は
熱
田
神
宮
で
正
式
参
拝
。
そ
の
後
、

神
宮
の
ご
厚
意
に
よ
り
草
薙
館
等
を
拝
観
さ
せ
て

出
雲
大
社
支
部
長
　
喜
和
田
　
公
　
二

参
宮
旅
行
記

熱田神宮

い
た
だ
い
た
。
二
泊
三
日
の
強
行
軍
で
あ
っ
た
が

意
義
深
く
清
々
し
い
気
持
ち
で
家
路
に
着
い
た
。

こ
の
旅
行
は
単
な
る
物
見
遊
山
が
目
的
で
は
な

く
神
宮
崇
拝
と
人
と
人
と
の
繋
が
り
を
深
め
る
大

切
な
機
会
で
あ
る
。
今
後
も
重
要
な
教
化
活
動
の

一
つ
と
し
て
、
特
に
若
い
世
代
や
新
た
な
参
加
者

に
向
け
て
の
働
き
か
け
に
努
め
、
先
輩
方
が
築
き

上
げ
て
来
ら
れ
た
歴
史
を
よ
り
実
り
あ
る
も
の
と

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

最
後
に
、
一
畑
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス
に
は
並
々

な
ら
ぬ
ご
苦
労
が
あ
っ
た
と
思
う
。
様
々
な
感
染

症
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
安
心
安

全
の
中
に
氏
子
共
々
に
楽
し
い
ひ
と
時
と
な
っ
た
。

茲
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

内 宮
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令和５年教化委員会出雲部会 伊勢神宮参拝連続参加表彰者名簿

飯石支部＝６名　　能義支部＝５名　　簸川支部＝４名　　出雲支部＝10名　　安来支部＝３名

八束支部＝８名　　松江支部＝２名　　仁多支部＝９名　　出雲大社支部＝２名　　大原支部＝６名

能義支部＝３名　　簸川支部＝２名　　
出雲支部＝１名　　飯石支部＝２名

大原支部＝５名　　松江支部＝２名　　　　八束支部＝４名　　
仁多支部＝３名　　島根県神社庁＝１名　　その他＝１名

感謝状受領者【一班】（８名） 感 謝 状 受 領 者【二班】（16名）

№ 氏　　名 支部名
1 総代会 澤 田 直 明

能義支部2 神 職 齋 木 正 保
3 神 職 須 山 修 司
4 神 職 金 築 　 孚

簸川支部
5 神 職 稲 田 昌 史
6 神 職 河 瀬 直 明 出雲支部
７ 神 職 景 山 敏 宏

飯石支部
８ 神 職 長 里 禧 臣

№ 氏　　名 支部名 № 氏　　名 支部名
1 総代会 新 田 清 文

大原支部

9 神職 岸 悟
八束支部2 神 職 勝 部 和 承 10 神職 遠 藤 知 己

3 神 職 内 田 貞 文 11 神職 佐 草 利 彦
4 神 職 長 妻 和 夫 12 神職 石 原 道 夫

仁多支部5 神 職 齋 藤 文 崇 13 神職 後 藤 和 彦
6 総代会 廣 江 朝 夫

松江支部
14 神職 恩 田 友 生

７ 神 職 青 木 義 興 15 神職 金 築 知 宏 島根県神社庁
８ 総代会 宇 藤 志 郎 八束支部 16 先導 梶 谷 　 実

№ 連続
参加年数 氏　　名 支部名 № 連続参加

年数 氏　　名 支部名 № 連続参加
年数 氏　　名 支部名

1 30年 祝 原 　 聡 飯石支部 11 3年 山 本 勝 二

能義支部

21 3年 浜 村 寛 之
出雲支部2 26年 宮 本 　 誠 能義支部 12 3年 加 藤 敏 枝 22 3年 石 川 和 美

3 21年 岸 　 フ ジ エ 飯石支部 13 3年 細 田 春 幸 23 3年 坂 本 薫 野
4 20年 山 崎 文 夫 簸川支部 14 3年 今 井 幹 雄 24 3年 大 和 博 見

安来支部
5 20年 郷 原 　 豊

出雲支部

15 3年 上 田 一 成
簸川支部

25 3年 大 和 恵 美 子
6 20年 持 田 貞 子 16 3年 江 角 雄 二 26 3年 景 山 　 稔

飯石支部７ 20年 永 田 一 芳 17 3年 平 井 　 均 27 3年 和 泉 盛 利
８ 10年 岡 　 幸 市 18 3年 福 田 富 雄

出雲支部
28 3年 安 部 智 子

9 10年 本 田 正 廣 安来支部 19 3年 今 岡 盛 久
10 10年 奈 須 　 環 飯石支部 20 3年 森 岡 良 男

№ 連続
参加年数 氏　　名 支部名 № 連続参加

年数 氏　　名 支部名 № 連続参加
年数 氏　　名 支部名

1 23年 岸 本 武 志
八束支部

10 10年 松 田 芳 男
仁多支部

19 3年 内 田 松 寿
八束支部2 23年 岸 本 幸 子 11 10年 吉 川 陽 子 20 3年 狩 野 和 由

3 21年 宮 川 由 美 子 大原支部 12 10年 土 屋 武 雄 21 3年 宇 藤 志 郎
4 21年 三 島 敏 徳 松江支部 13 10年 園 山 美 代 子 出雲大社支部 22 3年 松 崎 正 芳

仁多支部
5 21年 細 田 武 尚 八束支部 14 3年 安 部 厚 雄

大原支部

23 3年 松 崎 み ど り
6 10年 高 橋 日 出 男 大原支部 15 3年 勝 部 由 延 24 3年 石 原 　 明
７ 10年 文 堀 賢 治

八束支部
16 3年 福 島 正 子 25 3年 原 田 　 勲

８ 10年 岸 本 幸 夫 17 3年 日 野 義 友 26 3年 中 林 福 子
9 10年 嵐 谷 勝 義 仁多支部 18 3年 角 田 一 夫 松江支部 27 3年 内 藤 京 子 出雲大社支部

連 続 参 加 表 彰 者【一班】（28名）

連 続 参 加 表 彰 者【二班】（27名）
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令
和
五
年　

神
職
養
成
階
位
検
定
講
習
会
開
催
要
綱

【
主　
　

催
】
島
根
県
神
社
庁

【
開
講
階
位
・
期
間
】

権
正
階
（
乙
）
令
和
五
年
八
月
七
日（
月
）

～
八
月
十
九
日（
土
）

権
正
階
（
甲
）
令
和
五
年
八
月
二
十
二
日（
火
）

～
九
月
三
日（
日
）

直　

階
（
甲
）
令
和
五
年
八
月
七
日（
月
）

～
八
月
十
九
日（
土
）

直　

階
（
乙
）
令
和
五
年
八
月
二
十
二
日（
火
）

～
九
月
三
日（
日
）

【
開
催
場
所
】　
『
島
根
県
神
社
庁
』

島
根
県
出
雲
市
大
社
町
杵
築
東
二
八
六
番
地

【
出
願
条
件
】

権
正
階
…
直
階
を
有
し
年
齢
満
十
八
歳
以
上
の
者

直　

階
…
高
等
学
校
以
上
の
学
校
卒
業
者
又
は
こ

れ
に
準
ず
る
学
力
を
有
す
る
者
で
、
主

催
者
に
お
い
て
適
当
と
認
め
た
者

※
権
正
階
・
直
階
共
に
三
〇
分
程
度
の
正
座
が
で

き
る
者

※
分
割
受
講
に
つ
い
て

当
庁
で
は
権
正
階
・
直
階
共
に
甲
・
乙
課
程
を

分
割
受
講
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
但
し
、
全

課
程（
甲
・
乙
）を
権
正
階
は
三
年
、直
階
は
二

年
以
内
に
受
講
出
来
る
者
に
限
り
ま
す
。

【
募
集
人
数
】

権
正
階
二
十
名
・
直
階
二
十
名

※
受
講
希
望
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合
、
入
所
選

考
を
行
い
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
下
さ
い
。

※
分
割
受
講
中
の
者
及
び
県
内
在
住
者（
ま
た
は
県

内
奉
職
予
定
者
）を
優
先
的
に
選
考
い
た
し
ま
す
。

【
受
講
料
】

権
正
階
（
甲
・
乙
課
程
）　

各　

七
五
、〇
〇
〇
円

直　

階
（
甲
・
乙
課
程
）　

各　

七
〇
、〇
〇
〇
円

※
全
課
程
受
講
し
た
場
合

権
正
階
　
一
五
〇
、〇
〇
〇
円

直
　
階
　
一
四
〇
、〇
〇
〇
円

※
県
内
の
受
講
生
に
つ
い
て
は
、
甲
・
乙
各

一
〇
、〇
〇
〇
円
の
助
成
を
す
る
。

※
そ
の
他
、
禊
実
習
費
、
社
頭
学
習
費
含
む
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
観
点
よ

り
、
本
年
は
合
宿
は
行
い
ま
せ
ん
。

【
出
願
手
続
】

①
受
講
申
請
書

※
必
ず
顔
写
真
貼
付
、
推
薦
欄
に
は
奉
職
予
定
神

社
宮
司
の
推
薦
を
記
載
し
て
下
さ
い
。

②
履
歴
書
（
市
販
履
歴
書
可
）

③
書
籍
申
込
書

④
受
講
資
格
証
明
書
類

・
権
正
階
…
直
階
階
位
證
写
し

・
直　

階
…
高
等
学
校
以
上
の
最
終
学
歴
卒
業
証

明
書
写
し
（
又
は
卒
業
証
書
写
し
）

⑤
返
信
用
封
筒

※
角
形
３
号
封
筒
（
Ｂ
５
版
）
に
自
分
の
住
所･

氏
名
を
表
記
し
、
二
五
〇
円
切
手
を
貼
付
し
て

下
さ
い
。

⑥
推
薦
書
（
当
該
都
道
府
県
神
社
庁
長
及
び
支
部

長
用
）

※
支
部
長
が
『
推
薦
の
事
由
』
に
記
載
し
た
上
で

署
名
、
押
印
願
い
ま
す
。

　

六
月
十
六
日
ま
で
に
支
部
経
由
（
他
県
は
神
社

庁
経
由
）
に
て
島
根
県
神
社
庁
必
着
。

※
期
限
を
過
ぎ
た
申
し
込
み
は
、
受
講
許
可
通
知

の
発
送
期
日
等
に
影
響
し
、
全
て
の
受
講
生
に

迷
惑
が
及
び
ま
す
の
で
締
切
厳
守
願
い
ま
す
。

【
宿　
　

泊
】

　

神
社
庁
に
は
宿
泊
施
設
が
無
い
た
め
通
講
制
で

の
講
習
と
な
り
ま
す
の
で
、
各
自
手
配
願
い
ま
す
。

※
ご
希
望
の
方
に
は
出
雲
市
内
の
ホ
テ
ル
を
紹
介

致
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
神
社
庁
ま
で
ご
連
絡

く
だ
い
。

【
そ
の
他
】

・
申
込
書
類
は
、
不
備
が
あ
れ
ば
再
提
出
を
求
め

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
長
期
講
習
に
つ
き
、
体
力
に
自
信
の
無
い
方
は

そ
の
点
充
分
に
ご
検
討
の
上
で
お
申
し
込
み
下

さ
い
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、

検
温
等
の
健
康
観
察
を
実
施
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
御
承
知
置
き
く
だ
さ
い
。

※
分
割
受
講
に
関
す
る
事
、
願
書
請
求
、
そ
の
他

不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
島
根
県
神
社
庁

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

１
．提
出
書
類

２
．
申
込
期
限

〒
六
九
九
ー
〇
七
〇
一

　
島
根
県
出
雲
市
大
社
町
杵
築
東
二
八
六
番
地

　
島
根
県
神
社
庁tel

　
〇
八
五
三-

五
三-

二
一
四
九

fax
　
〇
八
五
三-

五
三-

二
五
八
二
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新任神職紹介

〔
生
年
月
日
〕　

　

平
成
十
三
年十一

月
七
日 

生

〔
住
所
〕
島
根
県
松
江
市
東
出
雲
町

揖
屋
二
二
一
五

〔
奉
職
神
社
〕
揖
夜
神
社　

権
祢
宜

〔
就
任
年
月
日
〕
令
和
四
年
十
一
月
二
十
日

〔
趣
味
・
特
技
〕
ゲ
ー
ム

〔
ひ
と
こ
と
〕
微
力
な
が
ら
神
職
と
し
て
精
一
杯

ご
奉
仕
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

〔
生
年
月
日
〕　

　

平
成
十
二
年

一
月
二
十
三
日 

生

〔
住
所
〕
鳥
取
県
境
港
市
米
川
町
六
八

−

三

〔
奉
職
神
社
〕
伊
勢
命
神
社　

祢
宜

〔
就
任
年
月
日
〕
令
和
五
年
三
月
一
日

〔
趣
味
・
特
技
〕
サ
ッ
カ
ー
、
サ
ウ
ナ

〔
ひ
と
こ
と
〕
伊
勢
命
神
社
の
長
い
祭
祀
の
歴
史

が
途
絶
え
ぬ
よ
う
、
氏
子
の
方
と
協
力
し
伝
統
を

守
る
事
に
尽
力
い
た
し
ま
す
。

寺て
ら
お
か岡

　
悠ゆ

う
ま馬

八や
わ
た幡

　
龍り

ょ
う
す
け輔

〔
生
年
月
日
〕　

　

昭
和
六
十
二
年

九
月
二
十
一
日 

生

〔
住
所
〕
島
根
県
松
江
市
東
出
雲
町

錦
新
町
一

−

四

−

七

〔
奉
職
神
社
〕
磐
坂
神
社　

祢
宜

〔
就
任
年
月
日
〕
令
和
五
年
二
月
一
日

〔
趣
味
・
特
技
〕
読
書
、
映
画
鑑
賞

〔
ひ
と
こ
と
〕
神
明
奉
仕
の
気
持
ち
を
持
ち
、
日
々

精
進
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
指

導
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
生
年
月
日
〕　

　

昭
和
三
十
年

三
月
二
十
七
日 

生

〔
住
所
〕
広
島
県
広
島
市
安
佐
南
区

上
安
五
丁
目
十
九

−

五

〔
奉
職
神
社
〕
劔
玉
神
社　

祢
宜

〔
就
任
年
月
日
〕
令
和
五
年
二
月
一
日

〔
趣
味
・
特
技
〕
ス
キ
ー

〔
ひ
と
こ
と
〕
こ
の
度
、
以
前
父
が
勤
め
ま
し
た

劔
玉
神
社
祢
宜
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。

平ひ
ら
ば
や
し林

　
　
弥ひ

さ
し

藤ふ
じ
い井

　
敏と

し
の
り典

〔
生
年
月
日
〕　

　

昭
和
五
十
三
年

四
月
十
九
日 

生

〔
住
所
〕
島
根
県
安
来
市
飯
生
町
六
四
六

〔
奉
職
神
社
〕

　

意
多
伎
神
社　
　

祢
宜
・
能
義
神
社　
　

祢
宜

　

高
津
神
社　
　

権
祢
宜
・
八
幡
宮　
　

権
祢
宜

　

賀
茂
神
社　
　

権
祢
宜

〔
就
任
年
月
日
〕
令
和
五
年
三
月
一
日

〔
趣
味
・
特
技
〕
ド
ラ
イ
ブ
、
野
球

〔
ひ
と
こ
と
〕
日
々
精
進
い
た
し
ま
す
。
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

〔
生
年
月
日
〕　

　

昭
和
四
十
三
年

十
二
月
九
日 

生

〔
住
所
〕
島
根
県
安
来
市
飯
生
町
六
四
六

〔
奉
職
神
社
〕

　

意
多
伎
神
社　

権
祢
宜
・
能
義
神
社　

権
祢
宜

　

高
津
神
社　
　
　

祢
宜
・
八
幡
宮　
　
　

祢
宜

　

賀
茂
神
社　
　
　

祢
宜

〔
就
任
年
月
日
〕
令
和
五
年
三
月
一
日

〔
趣
味
・
特
技
〕
ド
ラ
マ
鑑
賞
、
修
理

〔
ひ
と
こ
と
〕
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
皆
様

の
お
力
を
借
り
な
が
ら
お
務
め
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

神こ
う
じ
ろ白

　
智と

も
ひ
さ久

神こ
う
じ
ろ白

　
由ゆ

り
こ

里
子
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初
任
神
職
研
修

研修生名簿

氏　　名 支 部
佐草　勝美 八 束
ホールひとみ 島 後
日野　葉子 出 雲
末岡　正次 鹿 足
庄司　直子 出 雲
河瀬　理博 出 雲
宮能　幹典 大 田
諏訪邊文則 八 束
平林　卓也 八 束
市橋　良弘 八 束
朝山裕太郎 八 束
和田　有司 出雲大社
藤浪　永吉 出雲大社

謝 

辞

　

令
和
四
年
度
初
任
神
職
研
修
修
了
生
を
代
表
し
て
一

言
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
研
修
会
は
ニ
月
と
四
月
の
計
四
日
間
で
実

施
さ
れ
、
研
修
生
十
三
名
が
受
講
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
が
制
限
さ
れ
る
中
で
の
研
修
と
な
り
ま

し
た
が
、
本
日
無
事
に
修
了
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

研
修
初
日
に
は
、
出
雲
大
社
の
正
式
参
拝
を
行
い
、

神
話
の
地
「
出
雲
」
で
学
べ
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
を

感
じ
、
研
修
生
一
同
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
研
修

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

受
講
す
る
に
あ
た
り
、
講
師
の
先
生
方
か
ら
神
社
本

庁
の
歴
史
や
成
り
立
ち
を
は
じ
め
、
神
道
の
本
義
、
宗

教
法
人
と
し
て
の
実
務
な
ど
に
つ
い
て
丁
寧
に
ご
講
義

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
祭
祀
実
技
で
は
、
今
ま
で

に
身
に
つ
い
て
し
ま
っ
た
癖
を
ご
指
摘
い
た
だ
き
、
緊

張
感
の
あ
る
雰
囲
気
の
中
で
、
正
し
い
作
法
を
身
に
つ

け
る
た
め
に
は
日
々
の
勉
強
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
を

実
感
い
た
し
ま
し
た
。
古
来
か
ら
の
日
本
の
生
活
と
神

道
と
の
深
い
つ
な
が
り
、
歴
史
的
背
景
を
知
っ
た
う
え

で
、
神
職
と
し
て
の
精
神
を
養
い
、
正
し
い
祀
り
を
行

っ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
研
修
の
中
で
、
神
職
と
し
て
の
日
常
の
心

構
え
を
再
認
識
し
、
日
々
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
神
道
の

教
義
を
氏
子
・
崇
敬
者
に
広
め
、
大
切
に
守
り
続
け
て

い
く
こ
と
の
使
命
を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
期
間
中
受
講
生
の
皆
様
方
と
交
流
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
同
じ
仲
間
と
し
て
、
互

い
に
こ
の
絆
を
大
切
に
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
神
社
に
奉

仕
す
る
身
と
し
て
日
々
研
鑽
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
講
義
に
て
丁
寧
に
ご
指
導

を
い
た
だ
き
ま
し
た
講
師
の
先
生
方
、
並
び
に
研
修
の

場
を
設
け
て
く
だ
さ
っ
た
神
社
庁
の
皆
様
方
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、
お
礼
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

令
和
五
年
四
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　

修
了
生
代
表　

庄
司　

直
子

　

令
和
四
年
度
初
任
神
職
研

修
を
神
社
庁
を
会
場
に
二
月

十
八
日
、
十
九
日
、
四
月

二
十
二
日
、
二
十
三
日
の
四

日
間
で
開
催
し
、
研
修
生

十
三
名
が
研
修
を
修
了
し
た
。
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神

職

帰

幽

松
江
市
上
大
野
町　

草
野
神
社　

宮　

司　
　

家　

原　

成　

宜

令
和
五
年
一
月
十
九
日　
　

享
年
七
十
九

益
田
市
川
登
町　

八　

幡　

宮　

名
誉
宮
司　

青　

木　

理　

吉

令
和
五
年
一
月
二
十
四
日　

享
年
九
十
二

　

三
五
六
号
掲
載
の
故
中
林
雅
之
宮
司
様

帰
幽
報
告
に
誤
植
が
あ
り
ま
し
た
の
で
心

よ
り
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
改
め
て
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

安
来
市
伯
太
町　

八　

幡　

宮

　

宮
司　

中　

林　

雅　

之

令
和
四
年
十
月
二
十
一
日　

享
年
六
十
九

神
社
庁
職
員
異
動

　
録　

事　 

平ひ
ら  

林ば
や
し  

卓た
く  

也や

（
令
和
五
年
四
月
一
日
付
）

（
八
束
支
部　

磐
坂
神
社
権
祢
宜
）

  

神
社
庁
長
辞
令〔

ひ
と
こ
と
〕
神
職
と
し
て
新

参
者
で
す
が
日
々
研
鑽
を
重
ね
、
少
し
で
も
早
く

皆
様
の
力
に
な
れ
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。
至
ら

ぬ
点
も
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

荒
神
社
名
誉
宮
司
（
出
雲
市
大
社
町
）

伊
藤　

征
男
（
令
和
五
年
三
月
十
六
日
付
）

名
誉
宮
司
称
号
授
与

　

令
和
五
年
三
月
十
日
付　

発
令

　
　

六
所
神
社　

宮
司　
　

吉　

岡　

弘　

行

　

令
和
五
年
二
月
十
五
日
付　

発
令

　
　

八
幡
宮　

宮
司　
　

中　

島　

高　

明

　
　

鹿
島
神
社　

宮
司　
　

小　

汀　

泰　

之

　
　

八
幡
宮　

宮
司　
　

中　

島　

久　

晴

　
　

須
佐
神
社　

宮
司　
　

須　

佐　

建　

央

神
職
身
分
昇
級

二
級
上

二　

級

令
和
五
年
二
月
三
日
付

第
三
条
二
号

　

王
子
神
社　

宮
司

　

勝　

部　
　
　

学
（
邑
智
）

　

住
吉
神
社　

宮
司

　

綾　

部　
　
　

正
（
益
田
）

第
三
条
三
号

　

比
太
神
社　

責
任
役
員

　

澤　

田　

直　

明
（
能
義
）

　

太
詔
刀
命
神
社　

総
代
長

　

天　

野　

勝　

則
（
邑
智
）

功

績

表

彰

飯
石
郡
飯
南
町　

塚
原
八
幡
宮　

名
誉
宮
司　

倉　

橋　
　
　

仁

令
和
五
年
一
月
三
十
日　
　

享
年
九
十
六

松
江
市
和
多
見
町　

賣
布
神
社　

宮　

司　
　

青　

戸　

昭　

博

令
和
五
年
二
月
十
六
日　
　

享
年
七
十
五

出
雲
市
美
野
町　

伊
努
神
社　

宮　

司　
　

小　

谷　
　
　

優

令
和
五
年
三
月
十
日　
　
　

享
年
八
十
五

出
雲
市
湖
陵
町　

三
部
八
幡
宮　

名
誉
宮
司　

糸　

賀　

秋　

臣

令
和
五
年
四
月
八
日　
　
　

享
年
九
十
二

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

島
根
県
神
社
庁
長　

⻆　

河　

和　

幸
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任
免

発
令
月
日

奉
職
神
社
名

鎮
　
座
　
地

本
務

兼
務

職
　
名

氏
　
　
名

任
５
・
１
・
20
安
田
八
幡
宮
安
来
市
伯
太
町

本
宮

司
長
妻　

久
康

任
５
・
１
・
20
田
面
神
社
安
来
市
伯
太
町

兼
宮

司

〃

任
５
・
１
・
20
稲
生
神
社
安
来
市
伯
太
町

兼
宮

司

〃

任
５
・
１
・
20
赤
波
多
神
社
安
来
市
伯
太
町

兼
宮

司

〃

任
５
・
１
・
20
八

幡

宮
安
来
市
伯
太
町

兼
宮

司

〃

任
５
・
１
・
20
貴
布
禰
神
社
安
来
市
伯
太
町

兼
宮

司

〃

任
５
・
１
・
20
大
森
神
社
安
来
市
伯
太
町

兼
宮

司

〃

任
５
・
１
・
20
稲
荷
神
社
雲
南
市
大
東
町

兼
宮

司
岸

治

任
５
・
１
・
20
春
殖
神
社
雲
南
市
大
東
町

兼
宮

司

〃

任
５
・
１
・
20
客

神

社
雲
南
市
大
東
町

兼
宮

司

〃

免
５
・
１
・
31
狹
槌
神
社
出
雲
市
佐
田
町

兼
祢

宜
田
邊　

二
枝

任
５
・
２
・
１
狹
槌
神
社
出
雲
市
佐
田
町

本
祢

宜
田
邊　
　

晋

任
５
・
２
・
１
田
代
神
社
浜
田
市
旭
町

本
祢

宜
森
脇　
　

求

任
５
・
２
・
１
賀
茂
神
社
浜
田
市
旭
町

兼
祢

宜

〃

任
５
・
２
・
１
劔
玉
神
社
鹿
足
郡
吉
賀
町

本
祢

宜
藤
井　

敏
典

任
５
・
２
・
１
磐
坂
神
社
松
江
市
八
雲
町

本
祢

宜
平
林　
　

弥

任
５
・
２
・
１
磐
坂
神
社
松
江
市
八
雲
町

本
権
祢
宜
平
林　

卓
也

任
５
・
２
・
１
熊
野
神
社
出
雲
市
佐
田
町

兼
宮

司
春
日　

裕
文

任
５
・
２
・
１
田
中
神
社
出
雲
市
佐
田
町

兼
宮

司

〃

任
５
・
２
・
１
波
須
波
神
社
出
雲
市
佐
田
町

兼
宮

司

〃

任
５
・
２
・
１
八

幡

宮
出
雲
市
佐
田
町

兼
宮

司

〃

任
５
・
２
・
１
河
内
神
社
出
雲
市
佐
田
町

兼
宮

司

〃

任
５
・
２
・
１
鹿
島
神
社
出
雲
市
武
志
町

本
祢

宜
小
汀　

貴
之

任
５
・
２
・
１
宮
田
神
社
隠
岐
郡
海
士
町

兼
宮

司
石
塚　

芳
秀

任
５
・
２
・
１
健
須

雄
神
社

隠
岐
郡
海
士
町

兼
宮

司

〃

神

職

任

免
（
令
和
５
年
１
月
20
日
〜
５
月
１
日
）

任
５
・
２
・
17
須
佐
神
社
出
雲
市
佐
田
町

本
権
祢
宜
若
槻　

芳
充

任
５
・
３
・
１
伊
勢
命
神
社
隠
岐
郡
隠
岐
の
島
町

本
祢

宜
八
幡　

龍
輔

任
５
・
３
・
１
意
多
伎
神
社
安
来
市
飯
生
町

本
祢

宜
神
白　

智
久

任
５
・
３
・
１
高
津
神
社
安
来
市
矢
田
町

兼
権
祢
宜

〃

任
５
・
３
・
１
八

幡

宮
安
来
市
飯
生
町

兼
権
祢
宜

〃

任
５
・
３
・
１
能
義
神
社
安
来
市
能
義
町

兼
祢

宜

〃

任
５
・
３
・
１
賀
茂
神
社
安
来
市
利
弘
町

兼
権
祢
宜

〃

任
５
・
３
・
１
意
多
伎
神
社
安
来
市
飯
生
町

本
権
祢
宜
神
白
由
里
子

任
５
・
３
・
１
高
津
神
社
安
来
市
矢
田
町

兼
祢

宜

〃

任
５
・
３
・
１
八

幡

宮
安
来
市
飯
生
町

兼
祢

宜

〃

任
５
・
３
・
１
能
義
神
社
安
来
市
能
義
町

兼
権
祢
宜

〃

任
５
・
３
・
１
賀
茂
神
社
安
来
市
利
弘
町

兼
祢

宜

〃

任
５
・
３
・
１
智
伊
神
社
出
雲
市
知
井
宮
町

兼
権
祢
宜
諏
訪
邊
文
則

任
５
・
３
・
１
智
伊
神
社
出
雲
市
知
井
宮
町

本
権
祢
宜
諏
訪
邊
怜
香

免
５
・
３
・
14
佐
々
布
久
神
社

安
来
市
広
瀬
町

兼
宮

司
遠
藤　

重
榮

免
５
・
３
・
14
十
二
所
神
社
安
来
市
広
瀬
町

兼
宮

司

〃

任
５
・
３
・
15
佐
々
布
久
神
社

安
来
市
広
瀬
町

兼
宮

司
福
島　

靖
史

任
５
・
３
・
15
十
二
所
神
社
安
来
市
広
瀬
町

兼
宮

司

〃

免
５
・
３
・
20
三
社
神
社
松
江
市
八
束
町

本
宮

司

代
務
者

渡
部　
　

洋

免
５
・
３
・
20

神
社
松
江
市
八
束
町

兼
宮

司

代
務
者

渡
部　
　

洋

任
５
・
３
・
21
三
社
神
社
松
江
市
八
束
町

兼
宮

司
平
井　

一
嘉

任
５
・
３
・
21

神
社
松
江
市
八
束
町

兼
宮

司

〃

免
５
・
３
・
25
出
雲
大
社
出
雲
市
大
社
町

本
権
祢
宜
櫻
井　

秀
曉

免
５
・
３
・
31
大
井
神
社
雲
南
市
三
刀
屋
町

兼
宮

司
名
原　

和
穂

免
５
・
３
・
31
愛
宕
神
社
鹿
足
郡
吉
賀
町

兼
宮

司
三
浦　

一
美

免
５
・
３
・
31
八

幡

宮
鹿
足
郡
吉
賀
町

兼
宮

司

〃

任
５
・
４
・
１
平
濱
八
幡
宮
松
江
市
八
幡
町

本
権
祢
宜
宮
永　

安
崇
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任
５
・
４
・
１
惠
曇
神
社
松
江
市
鹿
島
町

兼
祢

宜
宮
永　

安
崇

任
５
・
４
・
１
天

満

宮
松
江
市
鹿
島
町

兼
祢

宜

〃

任
５
・
４
・
１
大
井
神
社
雲
南
市
三
刀
屋
町

兼
宮

司
古
瀬　

光
治

任
５
・
４
・
１
愛
宕
神
社
鹿
足
郡
吉
賀
町

兼
宮

司
小
谷
川　

圭

任
５
・
４
・
１
八

幡

宮
鹿
足
郡
吉
賀
町

兼
宮

司

〃

任
５
・
４
・
１
出
雲
大
社
出
雲
市
大
社
町

本
権
祢
宜
宮
本　

泰
行

任
５
・
４
・
１
出
雲
大
社
出
雲
市
大
社
町

本
主

典
吉
本　
　

祐

任
５
・
４
・
１
太
皷
谷
稲
成
神
社

鹿
足
郡
津
和
野
町

本
祢

宜
栗
栖　

正
樹

任
５
・
４
・
１
太
皷
谷
稲
成
神
社

鹿
足
郡
津
和
野
町

本
祢

宜
服
部　

充
雄

任
５
・
４
・
15
天

滿

宮
出
雲
市
下
古
志
町

兼
権
祢
宜
野
上　

千
鶴

任
５
・
４
・
15
天

滿

宮
出
雲
市
下
古
志
町

兼
権
祢
宜
野
上　

明
子

任
５
・
４
・
15
若
宮
稲
荷
神
社

出
雲
市
高
松
町

兼
権
祢
宜

〃

任
５
・
４
・
15
伊
努
神
社
出
雲
市
美
野
町

本
宮

司
小
谷　

彰
生

任
５
・
４
・
15
狹
槌
神
社
出
雲
市
地
合
町

兼
宮

司

〃

任
５
・
４
・
15
日
御

神
社
出
雲
市
野
郷
町

兼
宮

司

〃

任
５
・
４
・
15
新
宮
神
社
出
雲
市
野
郷
町

兼
宮

司

〃

任
５
・
４
・
15
芦
髙
神
社
出
雲
市
美
野
町

兼
宮

司

〃

任
５
・
４
・
16
八
重
垣
神
社
松
江
市
佐
草
町

本
権
祢
宜
宮
川　

龍
哉

任
５
・
４
・
16
貴
船
神
社
雲
南
市
加
茂
町

兼
権
祢
宜

〃

任
５
・
４
・
18
來
阪
神
社
出
雲
市
矢
尾
町

兼
宮

司
遠
藤　

孝
男

任
５
・
４
・
18
久
佐
加
神
社
出
雲
市
日
下
町

兼
宮

司

〃

任
５
・
４
・
18
來
阪
神
社
出
雲
市
矢
尾
町

本
祢

宜
松
浦　

泰
明

任
５
・
４
・
18
久
佐
加
神
社
出
雲
市
日
下
町

兼
祢

宜

〃

任
５
・
５
・
１
賣
布
神
社
松
江
市
和
多
見
町

本
宮

司
青
戸　

崇
年

任
５
・
５
・
１
長
浜
神
社
出
雲
市
西
園
町

本
宮

司
秦　
　

祥
岳

任
５
・
５
・
１
大
年
神
社
出
雲
市
荒
茅
町

兼
宮

司

〃

任
５
・
５
・
１
茅
原
神
社
出
雲
市
荒
茅
町

兼
宮

司

〃

任
５
・
５
・
１
荒

神

社
出
雲
市
西
園
町

兼
宮

司

〃

任
５
・
５
・
１
荒

神

社
出
雲
市
西
園
町

兼
宮

司
秦　
　

祥
岳

任
５
・
５
・
１
惠
美
須
神
社
出
雲
市
西
園
町

兼
宮

司

〃

任
５
・
５
・
１
大
島
神
社
出
雲
市
大
島
町

兼
宮

司

〃

任
５
・
５
・
１
惠
美
須
神
社
出
雲
市
大
社
町

兼
宮

司

〃

任
５
・
５
・
１
稻
荷
神
社
出
雲
市
大
社
町

兼
宮

司

〃

任
５
・
５
・
１
八

幡

宮
鹿
足
郡
吉
賀
町

本
宮

司
松
本　

直
彦

任
５
・
５
・
１
小
島
神
社
鹿
足
郡
吉
賀
町

兼
宮

司

〃

任
５
・
５
・
１
嚴
島
神
社
鹿
足
郡
吉
賀
町

兼
宮

司

〃

任
５
・
５
・
１
三
島
神
社
鹿
足
郡
吉
賀
町

兼
宮

司

〃

任
５
・
５
・
１
劔
玉
神
社
鹿
足
郡
吉
賀
町

兼
宮

司
桑
原　

秀
幸

任
５
・
５
・
１
三
島
神
社
鹿
足
郡
吉
賀
町

兼
宮

司

〃

任
５
・
５
・
１
方
結
神
社
松
江
市
美
保
関
町

本
宮

司
宮
本　
　

恵

任
５
・
５
・
１
須
義
神
社
松
江
市
美
保
関
町

兼
宮

司

〃

任
５
・
５
・
１
玉
結
神
社
松
江
市
美
保
関
町

兼
宮

司

〃

任
５
・
５
・
１
質
留
比
神
社
松
江
市
美
保
関
町

兼
宮

司

〃

任
５
・
５
・
１
奢
毌
智
神
社
松
江
市
美
保
関
町

兼
宮

司

〃

任
５
・
５
・
１
三
保
神
社
松
江
市
美
保
関
町

兼
宮

司

〃

任
５
・
５
・
１
方
結
神
社
松
江
市
美
保
関
町

本
祢

宜
石
川　

良
子

任
５
・
５
・
１
須
義
神
社
松
江
市
美
保
関
町

兼
祢

宜

〃

任
５
・
５
・
１
玉
結
神
社
松
江
市
美
保
関
町

兼
祢

宜

〃

任
５
・
５
・
１
質
留
比
神
社
松
江
市
美
保
関
町

兼
祢

宜

〃

任
５
・
５
・
１
奢
毌
智
神
社
松
江
市
美
保
関
町

兼
祢

宜

〃

任
５
・
５
・
１
三
保
神
社
松
江
市
美
保
関
町

兼
祢

宜

〃

任
５
・
５
・
１
玉
作
湯
神
社
松
江
市
玉
湯
町

本
祢

宜
遠
藤
ち
と
せ

任
５
・
５
・
１
日
速
神
社
松
江
市
玉
湯
町

兼
祢

宜

〃

任
５
・
５
・
１
一
人
女
神
社
松
江
市
玉
湯
町

兼
祢

宜

〃

任
５
・
５
・
１
大
森
神
社
松
江
市
宍
道
町

兼
祢

宜
秦　

美
由
紀
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神
社
の
社
殿
、神
事・神
賑
行
事
、神
社
を
含
む
四
季
折
々
の
風
景
な
ど
、様
々
な
お
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

神
社
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

写
真
送
り
先

〒
六
九
九‐

〇
七
〇
一 

出
雲
市
大
社
町
杵
築
東
二
八
六 

島
根
県
神
社
庁 
録
事 
高
見
幸
子
　あ
て

Ｅ
メ
ー
ル
　takam

i@
shim

ane-jinjacho.or.jp

次
号
ま
で
の
締
め
切
り
　六
月
末
日

※
 

神
社
名
、
神
事
・
行
事
名
や
所
在
地
、
提
供
者
の
お
名
前
を
記
載
の
上
、
お
送
り
下
さ
い
。

仁多支部　伊賀武神社
境内から見た参道。

季節毎 (春、冬 )に違った表情を
見せてくれます。

（植田由紀子宮司様より提供）

浜
田
支
部
　濱
田
護
國
神
社

　令
和
の
御
大
典
記
念
で

　
　
　植
樹
さ
れ
た

　
　
　
　
　紅
白
の
梅
の
木

　
　
　（野
上
郁
子
権
祢
宜
様
よ
り
提
供
）

松
江
支
部
　眞
名
井
神
社

　
　（廣
江
俊
邦
宮
司
様
よ
り
提
供
）
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神
座
と
神
名
火
山
「
朝
日
山
」
登
山

佐
太
神
社
で
行
わ
れ
た
「
第
三
回 

神
座
（
カ
ム
ク
ラ
）
― 

神
々
へ
の
舞 

―
」
に
観
覧
＆
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
「
各
地
に
伝
わ
る
ご
神
体
出
現
の

舞
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
宮
崎
県
高
千
穂
の
夜
神
楽
・
隠
岐
の

島
町
の
久
見
神
楽
・
出
雲
市
の
大
土
地
神
楽
・
松
江
市
の
佐
太

神
能
の
四
団
体
の
出
演
で
す
。

今
回
も
観
覧
に
来
ら
れ
る
お
客
様
は
多
く
、
受
付
で
感
染
対

策
の
た
め
に
検
温
や
連
絡
先
を
記
載
し
て
も
ら
う
な
ど
、
ス

タ
ッ
フ
は
結
構
バ
タ
バ
タ
。
そ
れ
で
も
合
間
を
み
て
神
楽
を
見

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

神
座
の
翌
月
、
朝
日
山
へ
登
り
ま
し
た
。『
出
雲
国
風
土
記
』

に
「
秋
鹿
郡
神
名
火
山
は
郡
家
の
東
北
九
里
四
十
歩
の
所
に
あ

り
、
高
さ
は
二
三
〇
丈
、
周
り
は
十
一
里
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
佐

太
大
神
の
社
は
、そ
の
山
の
麓
に
あ
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

社
☆
ガ
ー
ル
通
信

登山道

庁

務

日

誌
（
令
和
５
年
１
月
～
３
月
）

１
月
４
日　

御
用
始
祭

１
月
24
日　

新
年
祭　
斎
主　
彌
榮
神
社
祢
宜
桑
原
秀
幸
（
鹿
足
支
部
）

　
　

〃　　
　

正
・
副
庁
長
会

　
　

〃　　
　

研
修
所
講
師
会
議

　
　

〃　　
　

教
化
委
員
会
出
雲
部
会
役
員
会

　
　

〃　　
　

総
代
会
出
雲
部
会
評
議
員
会

１
月
25
日　

役
員
会

１
月
28
日　

支
部
祭
式
助
教
研
修
会　

十
四
名
参
加

２
月
７
日　

教
化
委
員
会
出
雲
部
会
支
部
責
任
者
各
号
車
引
率
責
任
者
合
同

会
議

２
月
15
～
16
日　

中
国
地
区
神
社
庁
連
絡
会
議　
於　
下
関
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　
　
　
　
　
（
⻆
河
庁
長
、
忌
部
・
篠
田
両
副
庁
長
、
金
築
参
事
出
席
）

２
月
18
～
19
日　

初
任
神
職
研
修
会
（
前
期
）
十
三
名
参
加

２
月
18
日　

竹
島
領
土
平
安
祈
願
祭
並
時
局
講
演
会　
於　
い
わ
み
ー
る

　
　
　
　
　
（
⻆
河
庁
長
、
和
田
主
事
参
列
）

２
月
21
日　

祈
年
祭
併
神
宮
大
麻
暦
頒
布
終
了
奉
告
祭　

斎
主　

物
部
神
社

宮
司
中
田
宏
記
（
大
田
支
部
長
）

　
　

〃　　
　

支
部
長
会

３
月
５
日　

神
宮
大
麻
暦
頒
布
終
了
祭　
於　
内
宮
神
楽
殿（
⻆
河
庁
長
参
列
）

３
月
16
日　

神
社
庁
長
懇
話
会　
於　
本
庁
（
⻆
河
庁
長
出
席
）

　
　

〃　　
　

全
国
神
社
庁
長
招
宴　
於　
明
治
記
念
館
（
⻆
河
庁
長
出
席
）

３
月
17
日　

神
社
庁
長
会　
於　
本
庁
（
⻆
河
庁
長
、
金
築
参
事
出
席
）

　
　

〃　　
　

｢

皇
室｣

普
及
委
員
会　
於　
本
庁（
⻆
河
庁
長
、
金
築
参
事
出
席
）

　
　

〃　　
　

大
社
國
學
館
卒
業
式　
於　
大
社
國
學
館
（
篠
田
副
庁
長
出
席
）

　
　

〃　　
　

二
級
上
・
二
級
身
分
伝
達
式

３
月
28
～
29
日　

第
2
期
過
疎
地
域
神
社
活
性
化
推
進
施
策
研
究
会　
於　
本

庁
（
邑
智　

三
浦
正
典
支
部
長
、
和
田
主
事
出
席
）

３
月
29
日　

島
根
県
神
社
総
代
会
出
雲
部
会
総
会　
於　
安
来
市
総
合
文
化

ホ
ー
ル
ア
ル
テ
ピ
ア
（
牛
尾
理
事
出
席
）
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登
り
や
す
く
老
若
男
女
問
わ
ず
人
気
の
里

山
で
す
。

登
山
前
に
、
ま
ず
は
佐
太
神
社
へ
。
お

参
り
を
終
え
、
古
浦
側
の
登
山
口
駐
車
場

に
向
か
い
ま
す
。

参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
は
ア
ウ
ト
ド
ア
派

で
は
な
く
、
山
登
り
が
初
め
て
の
メ
ン

バ
ー
も
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
初
心
者
の
前

に
、
整
備
さ
れ
た
石
段
が
そ
び
え
た
ち
ま

す
。
五
四
〇
段
あ
る
の
だ
そ
う
で
す
。
一

畑
薬
師
の
約
半
分
、
そ
れ
で
も
登
り
始
め

に
は
脚
に
来
ま
す
。
こ
の
登
山
道
は
中
国

自
然
歩
道
と
し
て
整
備
さ
れ
て
お
り
、
海

に
近
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
歩
き
進
め
る
と

奥
深
い
森
の
中
を
歩
い
て
い
る
よ
う
な
気

分
に
な
り
ま
す
。
お
地
蔵
様
が
並
ぶ
札
打

ち
の
道
を
歩
い
て
三
四
四
ｍ
の
西
の
峰
へ
。

西
の
峰
か
ら
は
宍
道
湖
の
南
、
出
雲
の
神

名
樋
山
「
仏
経
山
」
が
見
え
、
北
側
に
は

日
本
海
の
大
海
原
。
さ
あ
、
も
う
ひ
と
頑

張
り
、
朝
日
寺
と
東
の
峰
へ
。
途
中
、
開

け
た
場
所
に
古
い
祠
が
あ
り
『
朝
日
山
の

権
現
様
』
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
見
る
と
、

こ
こ
が
朝
日
寺
の
大
元
と
な
る
場
所
で
朝

日
山
権
現
様
を
お
祀
り
し
て
い
る
と
あ
り

ま
す
。
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
き
、
あ
と
も
う

少
し
。

朝
日
寺
に
到
着
。
青
空
が
見
え
、
こ
れ

だ
け
で
も
登
っ
て
き
た
疲
れ
が
吹
っ
飛
び

ま
す
。

東
の
峰
か
ら
は
松
江
平
野
も
眼
下
に
広

が
り
、
宍
道
湖
一
望
、
遠
く
に
大
山
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

山
頂
ま
で
約
一
時
間
、
初
め
て
山
登
り

に
挑
戦
し
た
メ
ン
バ
ー
か
ら
も
、「
登
ら

な
く
て
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
絶
景
で
し

た
。」
と
嬉
し
い
感
想
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
社
☆
ガ
ー
ル
で
山
に
登

る
企
画

を
し
た

い
で
す
。

仁
多
支
部
だ
よ
り

仁
多
郡
奥
出
雲
町
三
成
の
連
担
地
を
眼
下
に

見
下
ろ
す
標
高
二
百
五
十
三
メ
ー
ト
ル
の
山
上

に
愛
宕
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

創
建
は
、正
徳
元
年
（
一
七
一
一
年
）
七
月

二
十
四
日
愛
宕
大
権
現
勧
請
の
棟
札
が
あ
り
、

当
時
三
成
の
町
に
火
難
が
頻
発
し
た
こ
と
か
ら

町
の
有
力
者
が
京
都
愛
宕
山
か
ら
分
霊
を
請
け
、

火
難
防
除
の
守
護
神
と
し
て
勧
請
さ
れ
た
と
云

わ
れ
て
い
る
。

毎
年
八
月
二
十
四
日
、二
十
五
日
に
催
さ
れ

る
「
あ
た
ご
祭
」
は
雲
南
地
方
屈
指
の
夏
祭
り

で
、郡
内
は
も
と
よ
り
周
辺
市
町
村
、遠
く
は
広

島
県
の
県
境
周

辺
地
域
か
ら
も

人
出
が
あ
る
賑

や
な
祭
で
あ
る
。

こ
の
祭
の
運

営
の
特
徴
は
輪

番
の
当と

う
や家

制
に

あ
る
。
神
社
正

面
の
本
町
通
り

か
ら
選
任
さ
れ

る
本
当
家
を
責

三
成
八
幡
宮 

宮
司
　
陶
山
浩
嗣

登山道階段

神
かむくら

座集合写真

本町通りの賑わい
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島
根
県
神
社
庁
報
〈
第
三
五
七
号
〉

　

発
行
日　

令
和
五
年
五
月
二
十
日

　

発
行
者　

島
根
県
神
社
庁

　

編　

集　

広
報
委
員
会

　
　

委
員
長　

陶
山　

浩
正　

委　

員　

鳥
屋
尾　

浩

　
　
副
委
員
長　

宮
能　

壮
充　

委　

員　

江
角　
　

恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委　

員　

石
﨑　

彰
矩

コ
ロ
ナ
が
少
し
ず
つ
落
ち
着
き
を
見
せ
は
じ
め

た
中
、
新
年
度
を
迎
え
た
。
こ
こ
に
き
て
よ
う
や

く
周
囲
が
動
き
だ
し
た
よ
う
に
感
じ
る
。
か
く
い

う
私
も
、
子
ど
も
が
こ
の
春
か
ら
保
育
施
設
に
入

園
し
、
毎
朝
が
今
ま
で
以
上
に
慌
た
だ
し
く
な
っ

た
。
子
は
子
で
早
く
も
新
し
い
環
境
に
楽
し
み
を

お
ぼ
え
た
よ
う
で
、
毎
日
嫌
が
る
こ
と
な
く
通
っ

て
い
る
。
子
ど
も
の
適
応
能
力
に
は
驚
か
さ
れ
る
。

五
月
八
日
に
は
コ
ロ
ナ
も
五
類
に
分
類
さ
れ
、

社
会
的
に
も
大
き
く
動
き
出
す
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
神
社
界
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
中
断
し
て

き
た
神
賑
行
事
も
徐
々
に
行
な
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

「
社
会
」と
は「
社
」に
て「
会
う
」と
書
く
。
人
々

が
神
社
に
集
い
、
地
域
の
決
め
事
や
情
報
交
換
を

行
な
う
姿
か
ら
で
き
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
の
社
会
活
動
が
神
社
を
通
じ
て
良
い
方
向
に

進
む
こ
と
を
春
の
一
日
に
願
う
。　
　
　
　
（
石
）

任
者
と
す
る
五
人
の
当
家
が
祭
典
・
神
賑
行
事

等
の
一
切
を
取
り
仕
切
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て

そ
の
年
の
当
家
は
、五
月
の
当
家
交
替
奉
告
祭

を
終
え
る
と
祭
に
向
け
て
計
画
を
立
て
、寄
付

集
め
に
、諸
機
関
と
の
調
整
等
に
と
奔
走
す
る

の
で
あ
る
。

ま
た
も
う
一
つ
、こ
の
祭
の
象
徴
と
な
っ
て

い
る
の
が
「
ま
ぼ
ろ
し
の
一
夜
城
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
あ
る
時
、当
時
の
三
成
の
若
連
中
が
町

の
人
々
を
驚
か
そ
う
と
一
計
を
案
じ
、密
か
に

準
備
を
し
て
一
夜
の
う
ち
に
山
上
に
竹
を
組
み
、

和
紙
の
城
を
建
て
た
こ
と
に
始
ま
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。
現
在
で
も
毎
年
、祭
が
近
づ
く
と

布
製
の
城
を
建
て
、裏
に
電
球
を
配
し
て
不
夜

城
を
現
出
す
る
の
で
あ
る
。

二
十
四
日
の
本
祭
当
日
は
、午
前
中
に
例
大

祭
を
斎
行
し
、夕
方
が
近
づ
く
と
多
く
の
露
天

商
が
通
り
の
両
側
に
軒
を
連
ね
る
。
や
が
て
陽

が
落
ち
、一
夜
城
と
山
上
に
続
く
九つ

づ
ら
お
れ

十
九
折
の

参
道
の
行あ

ん
ど
ん灯
に
灯
が
入
る
と
、通
り
は
車
の
通

行
が
止
め
ら
れ
人
々
で
溢
れ
か
え
る
。
常
設
舞

台
か
ら
は
神
楽
囃
子
が
響
き
渡
り
、通
り
で
は

近
在
か
ら
繰
り
出
す
思
い
思
い
の
装
い
を
凝
ら

し
た
「
仁に

わ

か
輪
加
」
が
、神
輿
・
踊
り
・
太
鼓
な

ど
を
披
露
し
な
が
ら
練
り
歩
き
、歩
行
も
困
難

な
ほ
ど
の
賑
わ
い
と
な
る
。
花
火
が
夜
空
を
焦

が
す
頃
に
は
祭
の
最
高
潮
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。

だ
が
、毎
年
楽
し
み
の
こ
の
光
景
は
、新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
一
変
し
、令
和
二

年
は
神
事
の
み
の
斎
行
、令
和
三
年
四
年
は
神

賑
行
事
縮
小
実
施
を
余
儀
な
く
さ
れ
、か
つ
て

の
賑
わ
い
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、

中
国
山
地
の
山

懐
で
長
い
時
を

か
け
て
培
っ
て

き
た
大
切
な
郷

土
の
伝
統
行
事

で
あ
る
。
必
ず

こ
の
困
難
を
乗

り
越
え
、再
び

子
ど
も
達
の
歓

声
と
町
民
の
笑

顔
を
取
り
戻
す

こ
と
で
あ
ろ
う
。

一夜城


